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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本

部
後
援
会
及
び
宮
城
県
自
衛

隊
退
職
者
雇
用
協
議
会
は
宮

城
地
方
協
力
本
部
と
緊
密
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自
衛

隊
の
活
動
及
び
発
展
に
協
力
・

支
援
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

自衛隊宮城地方協力本部後援会
宮城県自衛隊退職者雇用協議会

会長

藤﨑三郎助

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
宮
城
県
隊
友
会
は
、

「
県
民
と
自
衛
隊
と
の
架
け

橋
」
と
し
て
、
宮
城
県
地
方
協

力
本
部
の
活
動
に
協
力
い
た

す
所
存
で
す
。
皆
様
の
ご
発

展
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

公益社団法人隊友会
宮城県隊友会
会長

佐藤　次郎

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
自
衛
隊
家
族
会
は

自
衛
隊
員
の
最
も
身
近
な
存

在
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
続
け
、
心
を
新
た
に
し
て
、

家
族
以
上
の
気
持
ち
で
宮
城

地
方
協
力
本
部
及
び
陸
・
海
・

空
自
衛
隊
を
ご
支
援
ご
協
力

致
し
ま
す
。

宮城県自衛隊家族会
会長

鎌田　　徹

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
青
葉
を
ご
覧

い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
旧
年
中
、
宮
城
地

方
協
力
本
部
の
活
動
に
多
大
な

る
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

８
月
着
任
以
来
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
制
限
さ
れ
て
い
た
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
回
復
さ
せ
、
自

衛
隊
へ
の
理
解
を
普
及
す
べ
く

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
少

子
化
や
高
学
歴
化
、
あ
る
い
は

景
気
回
復
に
伴
う
民
間
採
用
の

増
大
に
よ
り
人
材
確
保
競
争
の

激
化
等
採
用
環
境
の
厳
し
さ
は

危
機
的
で
あ
り
、
こ
と
募
集
に

関
し
て
は
大
変
な
苦
戦
を
強
い

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
安
全
保
障

環
境
が
一
層
厳
し
さ
を
増
す
な

か
、
一
昨
年
12
月
に
安
保
三
文

書
の
策
定
を
受
け
、
従
来
に
な

い
防
衛
予
算
が
確
保
さ
れ
、
防

衛
省
を
あ
げ
て
防
衛
力
の
抜
本

的
強
化
を
断
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
強
化
に
は
隊
員
の
処
遇
向

上
や
採
用
強
化
な
ど
人
的
基
盤

の
強
化
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
人
」
の
確
保
は
防
衛
力
の
中
核

で
あ
り
、
各
種
事
態
等
に
お
い

て
、
自
衛
隊
が
活
動
で
き
る
環

境
を
醸
成
し
、
部
隊
・
隊
員
が

旺
盛
な
士
気
を
も
っ
て
任
務
遂

行
に
あ
た
る
に
は
、
平
素
か
ら

の
地
域
の
皆
様
や
隊
員
の
ご
家

族
等
か
ら
の
信
頼
獲
得
及
び
理

解
と
協
力
が
支
え
と
し
て
不
可

欠
で
あ
る
と
の
認
識
で
す
。

　

本
年
も
宮
城
県
の
皆
様
か
ら

の
信
頼
に
堪
え
る
宮
城
地
本
と

な
れ
る
よ
う
、
宮
城
地
本
一
丸
と

な
っ
て
地
域
と
自
衛
隊
の
懸
け

橋
と
な
っ
て
い
く
所
存
で
す
の
で

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

澤
村 

満
称
子

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
長

　１
等
陸
佐

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本

部
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
自
衛
官
の
募
集

や
援
護
、
広
報
な
ど
、
自
衛
隊

の
後
方
支
援
の
中
核
と
し
て
重

要
な
任
務
を
果
た
さ
れ
て
お
ら

れ
る
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
３
年
余
り
に
わ
た
る
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
停
滞
し
て
い

た
県
民
生
活
や
社
会
・
経
済
活

動
が
再
び
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
社
会
情
勢
が
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
、
本
格
的
な
人

口
減
少
局
面
を
迎
え
る
中
、
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

環
境
の
変
化
を
前
提
と
し
た

社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で

は
、
地
域
経
済
・
社
会
の
活
力

を
維
持
し
な
が
ら
、
持
続
的
な

発
展
を
促
進
し
て
い
く
た
め
の

政
策
・
施
策
を
、
積
極
的
に
推

し
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
多
様
な
主
体
に

よ
る
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
県
民
一
人

一
人
が
幸
福
を
実
感
し
、
い
つ

ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
宮

城
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
自
衛
隊
宮

城
地
方
協
力
本
部
の
ま
す
ま
す

の
御
発
展
並
び
に
、
隊
員
及
び

御
家
族
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

村
井

　嘉
浩

宮
城
県
知
事
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９
月
23
日
及
び
24
日
の
２
日
間
、
仙
台
港
に

お
い
て
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
「
ひ
ゅ
う
が
」
及
び

「
み
ょ
う
こ
う
」の
協
力
を
得
て
艦
艇
広
報
を
実
施

し
た
。

　

艦
艇
広
報
は
、
海
上
自
衛
隊
基
地
の
無
い
宮
城
県

に
お
い
て
海
上
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
を
図
る
効
果

的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
今
回
は
東
北
方
面
総
監
部

が
実
施
す
る
方
面
隊
記
念
行
事
「
陸
海
空
お
し
ご
と

フ
ェ
ア
」の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　

一
般
公
開
を
行
っ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
載
護
衛

艦「
ひ
ゅ
う
が
」
で
は
、
全
長
約
１
２
０
ｍ
あ
る
格

納
庫
を
見
学
後
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
甲
板
へ

移
動
の
際
、
１
０
０

人
以
上
を
乗
せ
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
昇
降

す
る
た
び
に
歓
声
が

上
が
っ
た
。

　

ま
た
、
両
艦
艇
に

お
い
て
当
日
申
込
者

限
定（
16
歳
～
32
歳

ま
で
）
の
特
別
公
開

を
行
い
、
乗
員
の
案
内
の
も
と
格
納
庫
、
甲
板
及

び
艦
橋
等
を
見
学
し
た
。
特
に
ミ
サ
イ
ル
護
衛
艦

「
み
ょ
う
こ
う
」
は
、
人
数
を
限
定
し
た
特
別
公
開

の
み
の
実
施
で
あ
っ
た
た
め
、
開
場
後
間
も
な
く

申
込
上
限
に
達
す
る
ほ
ど
の
人
気
で
、
見
学
者
は

イ
ー
ジ
ス
艦
の
装
備
を
前
に
、
乗
員
の
説
明
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
た
埠
頭
に
は
朝
早
く
か
ら
開
場
待
ち
の
長
蛇
の

列
が
で
き
、
２
日
間
で
約
６
５
０
０
人
に
及
ぶ
来

場
者
を
得
て
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

10
月
10
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
、

宮
城
県
内
に
所
在
す
る
企
業（
５
業

種
８
社
）の
協
力
を
得
て
、
令
和
５
年

度
第
１
回
若
年
定
年
退
職
予
定
隊
員

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

　

本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
再
就

職
隊
員
に
対
し
求
人
票
だ
け
で
は
把

握
で
き
な
い
業
務
内
容
を
理
解
さ
せ
、

入
社
後
の
早
期
離
職
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
企
業
へ
の
退
職
自
衛
官
雇

用
の
有
用
性
を
周
知
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
業
務
管
理
教
育
を
終
え
た

32
名
が
参
加
し
た
。

　

参
加
隊
員
は
各
業
種
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
真
摯
に
企
業
情
報
を

収
集
す
る
と

と
も
に
、
企

業
が
求
め
る

人
材
等
に
つ

い
て
積
極
的

に
質
問
し
、

各
々
の
再
就

職
準
備
へ
の

意
識
付
け
を

図
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

参
加
隊
員
か
ら
は「
実
際
の
企
業

の
業
務
内
容
、
職
場
の
雰
囲
気
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
た
」「
就
職
す
る
職
種
に

つ
い
て
参
考
に
な
っ
た
」
等
の
肯
定
的

な
意
見
が
得
ら
れ
、
企
業
担
当
者
か

ら
は
、「
参
加
し
た
隊
員
に
対
し
前
向

き
で
良
い
印
象
を
受
け
た
」「
今
後
と

も
自
衛
隊
退
職
者
の
採
用
を
希
望
し

た
い
」
と
い
う
意
見
が
多
く
、
双
方
に

と
っ
て
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

次
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
再

就
職
隊
員
が
円
滑
な
準
備
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
、
企
業
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
創
意
工
夫
し
実
施
し
て
い

く
。

　

11
月
３
日
、
多
賀
城
駐
屯
地
及
び
利
府
射
場
に
お
い
て
、
企

業
主
等
の
即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
研
修
を
行
っ
た
。

　

本
研
修
は
、
第
38
普
通
科
連
隊
の
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
即

応
予
備
自
衛
官
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
の
皆
様
に
、
普
段
の
職

場
と
は
異
な
る
自
衛
官
と
し
て
の
姿
を
見
て
頂
く
こ
と
で
、
制

度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

も
の
で
あ
り
、
宮
城
県
内
の
６
社
７

名
に
、
山
形
地
本
か
ら
の
２
社
７
名

を
加
え
合
計
８
社
14
名
の
方
に
参
加

頂
い
た
。

　

午
前
は
、
多
賀
城
駐
屯
地
で
の
概

要
説
明
に
始
ま
り
、
利
府
射
場
に
移

動
し
即
応
予
備
自
衛
官
の
小
火
器
射

撃
検
定
を
研
修
し
た
後
、
多
賀
城
駐

屯
地
に
戻
り
即
自
隊
員
と
と
も
に
会

食
・
懇
談
を
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

１
２
０
ｍ
ｍ
迫
撃
砲
陣
地
進
入
訓
練

等
の
訓
練
研
修
に
続
き
、
82
式
指
揮

通
信
車
や
軽
装
甲
機
動
車
の
装
備
品
展
示
や
軽
装
甲
機
動
車
の
体

験
搭
乗
を
実
施
し
、
最
後
に
防
衛
館
の
見
学
を
し
て
終
了
し
た
。

　

即
応
予
備
自
衛
官
が
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組
む
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
た
企
業
主
等
の
皆
様
は
、「
改
め
て
自
衛
隊
の
存
在

と
即
自
隊
員
の
重
要
性
を
認
識
し
た
」
と
語
り
、
即
自
制
度
に

理
解
を
示
し
て
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。

　

今
後
と
も
部
隊
と
連
携
を
図
り
、
雇
用
企
業
主
等
へ
の
研
修

等
を
通
じ
て
即
応
予
備
自
制
度
の
更
な
る
理
解
促
進
に
努
め
て

い
く
。

護衛艦「ひゅうが」「みょうこう」
仙台港で艦艇広報、6500人に公開

令
和
５
年
版
日
本
の
防
衛（
防
衛
白
書
）の
説
明
を
実
施

村田町長への説明名取市長への説明

　
令
和
５
年
版
日
本
の
防
衛
（
防
衛

白
書
）
を
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

宮
城
県
内
の
自
治
体
等
８
ヶ
所
に
赴

き
、
本
部
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
首
長

等
に
対
し
て
説
明
を
実
施
し
た
（
そ

の
ほ
か
宮
城
地
本
担
任
の
14
ヶ
所
は
、

自
治
体
等
か
ら
の
要
望
で
郵
送
処

置
）。

　
今
年
の
防
衛
白
書
は
、「
真
に
国
民

を
守
り
抜
け
る
体
制
を
作
り
上
げ
る
」

と
の
決
意
を
表
現
す
る
観
点
か
ら
、

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
抜
く
防

衛
力
の
中
核
で
あ
る
自
衛
隊
員
が
表

紙
の
題
字
を
し
た
た
め
、
全
自
衛
隊

員
27
万
人
を
代
表
し
、
防
衛
省
・
自

衛
隊
の
「
新
た
な
決
意
」
を
表
現
し
て

お
り
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

を
始
め
と
す
る
中
国
軍
事
力
の
増
強
、

北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

等
、
日
本
近
隣
諸
国
の
よ
り
深
刻
化

す
る
軍
事
情
勢
に
対
す
る
我
が
国
の

安
全
保
障
及
び
令
和
４
年
に
策
定
さ

れ
た
国
家
防
衛
戦
略
の
ほ
か
、
災
害

派
遣
や
女
性
自
衛
官
の
活
躍
推
進
等

に
よ
る
人
的
基
盤
の
強
化
等
、
多
岐

に
わ
た
る
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
施
策

及
び
活
動
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
、
簡
易

に
ま
と
め
ら
れ
た
「
防
衛
白
書
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
」
に
よ
り
各
首
長
等
へ

説
明
し
た
ほ
か
、
自
衛
官
募
集
の
現

況
等
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
更
な
る

連
携
の
強
化
を
依
頼
し
た
。

　
説
明
を
受
け
た
各
首
長
等
は
、
我

が
国
周
辺
国
に
お
け
る
軍
事
動
向
が

日
本
の
安
全
保
障
環
境
へ
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
強
い
懸
念
を
示
す
と
と

も
に
、
自
衛
隊
の
今
後
の
技
術
革
新

や
防
衛
体
制
に
関
心
を
持
た
れ
て
い

た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
・
令
和

元
年
台
風
19
号
等
の
各
種
自
然
災
害

に
対
す
る
自
衛
隊
の
活
動
を
高
く
評

価
さ
れ
て
お
り
、
平
素
か
ら
自
衛
隊

と
自
治
体
と
の
連
携
維
持
が
必
要
と

の
認
識
を
共
有
し
た
。

　
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
を

も
っ
て
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
施
策
を

広
報
し
、
各
自
治
体
等
と
の
更
な
る

連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

小火器射撃検定研修小火器射撃検定研修

製造業研修（北斗精機㈱）製造業研修（北斗精機㈱）

運輸業研修（宮城交通㈱）運輸業研修（宮城交通㈱）

１２０ｍｍ迫撃砲陣地進入訓練１２０ｍｍ迫撃砲陣地進入訓練

会食・懇談会食・懇談

護衛艦「ひゅうが」甲板見学護衛艦「ひゅうが」甲板見学

航空機用エレベーターの試乗航空機用エレベーターの試乗

護衛艦「みょうこう」特別公開の様子護衛艦「みょうこう」特別公開の様子

企
業
主
等
の
即
応
予
備
自
衛
官

　
　
　
　
　
　
　

招
集
訓
練
研
修

定
年
後
の
再
就
職
へ
、

若
年
定
年
退
職
予
定
隊
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

自
衛
官
募
集
功
労

（
団
体
）

　

宮
城
県
利
府
町　

様

　

宮
城
県
岩
沼
市　

様

　

宮
城
県
気
仙
沼
向
洋
高
等
学
校　

様

　

宮
城
県
石
巻
高
等
学
校　

様

　
学
校
法
人
朴
沢
学
園　

仙
台
大
学
付
属
明
成
高
等
学
校　

様

　

宮
城
県
農
業
高
等
学
校　

様

　

宮
城
県
亘
理
高
等
学
校　

様

　

宮
城
県
水
産
高
等
学
校　

様

　

学
校
法
人　

常
盤
木
学
園
高
等
学
校　

様

　

学
校
法
人
駿
河
台
学
園　

駿
台
予
備
学
校
仙
台
校　

様

（
個
人
）

　

宮
城
県
大
衡
村　

総
務
課　

瀬
戸　

洋
一　

様

　

宮
城
県
栗
原
市　

総
務
課　

佐
藤　

芳
幸　

様

　

塩
釜
市　

募
集
相
談
員　

佐
藤　

昌
博　

様

就
職
援
護
功
労

（
団
体
）

　

株
式
会
社　

万
葉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー　

様

　

株
式
会
社　

遠
藤
工
業　

様

　

医
療
法
人
財
団　

明
理
会　

西
仙
台
病
院　

様

予
備
自
衛
官
等
雇
用
功
労

（
団
体
）

　

有
限
会
社　

狩
野
商
事
運
輸　

様

　

株
式
会
社　

丸
運
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

　

東
日
本
東
北
支
店
宮
城
営
業
所　

様

一
般
功
労

（
団
体
）

　

有
限
会
社　

佐
藤
健
二
商
店　

様

（
個
人
）

　

宮
城
県
隊
友
会　

松
浦　

博　

様

令
和
５
年
度

　
　

本
部
長
感
謝
状
受
賞
者
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宮城地方協力本部の一年の記憶令和５年

1月

6月

入隊予定者フォローイベント（船岡駐屯地） ６機関公務員合同職業説明会

令和５年度宮城地本広報大使委嘱

2月

入隊予定者激励会（仙台市）

3月

任期制隊員ライフプラン集合訓練

4月

防災学習（仙台市立宮城野中学校）

UH-1J体験搭乗
（霞目駐屯地）

陸上幕僚長初度視察受

P－3C体験搭乗（下総基地）

9月

第６音楽隊松島ふれあいコンサート・
松島中学校演奏指導

10月

退職自衛官雇用企業主松島基地研修

11月

部外広報（ＰＴＡフェスティバル）

本部長感謝状贈呈式

12月

日米豪共同指揮所演習『YS－85』
予備自衛官（通訳要員）訓練参加

5月

予備自衛官招集訓練

8月

7月
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■自衛官候補生
第７回採用試験

Ｗｅｂ筆記試験期間：１月27日（土）～ 30日（火）＊
口述試験・身体検査日：２月３日（土）
受 付 締 切：１月17日（水）

第８回採用試験
Ｗｅｂ筆記試験期間：２月24日（土）～ 27日（火）＊
口述試験・身体検査日：３月２日（土）
受 付 締 切：２月19日（月）
＊期間内にＷｅｂ上で受験可能
令和５年度の自衛官候補生採用試験は残りわずかです！

■予備自衛官補（一般・技能）
第１回試験日：４月６日（土）～21日（日）＊
受 付 期 間：１月22日（月）～４月11日（木）
第２回試験日：９月21日（土）～ 10月７日（月）＊
受 付 期 間：６月１日（土）～９月19日（木）
＊いずれか１日を指定されます

応募資格等については、最寄りの地域事務所まで
お問い合わせください。

　

８
月

　

８
月
2929
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
の
６
日
間（
土
日
を
除
く
）、
感
染
症
対
策
を

日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
の
６
日
間（
土
日
を
除
く
）、
感
染
症
対
策
を

適
切
に
講
じ
つ
つ
、
研
修
部
隊
の
献
身
的
な
協
力
を
得
て
、
宮
城
県
内
外
の
大

適
切
に
講
じ
つ
つ
、
研
修
部
隊
の
献
身
的
な
協
力
を
得
て
、
宮
城
県
内
外
の
大

学
生
学
生
1111
名
に
対
し
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

名
に
対
し
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

　

初
日
は
、
本
部
長
に
よ
る
訓
話
に
始
ま
り
、
翌
日
か
ら
３
日
間
を
か
け
て
陸

　

初
日
は
、
本
部
長
に
よ
る
訓
話
に
始
ま
り
、
翌
日
か
ら
３
日
間
を
か
け
て
陸

上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
及
び
航
空
自
衛
隊
入
間

上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
及
び
航
空
自
衛
隊
入
間

基
地
を
研
修
し
た
。
朝
霞
駐
屯
地
で
は
輸
送
学
校
の
研
修
施
設
の
見
学
、
横
須

基
地
を
研
修
し
た
。
朝
霞
駐
屯
地
で
は
輸
送
学
校
の
研
修
施
設
の
見
学
、
横
須

賀
基
地
で
は
輸
送
艦
「
と
き
わ
」
見
学
及
び
湾
内
ク
ル
ー
ズ
、
入
間
基
地
で
は

賀
基
地
で
は
輸
送
艦
「
と
き
わ
」
見
学
及
び
湾
内
ク
ル
ー
ズ
、
入
間
基
地
で
は

消
防
小
隊
研
修
な
ど
が
行
わ
れ
、
学
生
の
皆
さ
ん
は
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
装

消
防
小
隊
研
修
な
ど
が
行
わ
れ
、
学
生
の
皆
さ
ん
は
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
装

備
の
迫
力
と
充
実
し
た
施
設
に
興
味
津
々
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、
輸
送
艦
「
と

備
の
迫
力
と
充
実
し
た
施
設
に
興
味
津
々
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、
輸
送
艦
「
と

き
わ
」で
の
乗
組
員
と
の
懇
談
で
は
、「
体
力
や
専
門
知
識
は
全
く
必
要
な
い
等

き
わ
」で
の
乗
組
員
と
の
懇
談
で
は
、「
体
力
や
専
門
知
識
は
全
く
必
要
な
い
等

の
話
が
聴
け
て
良
か
っ
た
」、「
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
職
業
の
選
択
肢
と
な
っ
た
」

の
話
が
聴
け
て
良
か
っ
た
」、「
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
職
業
の
選
択
肢
と
な
っ
た
」

な
ど
、
自
衛
隊
の
理
解
や
職
業
観
の
醸
成
な
ど
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。

な
ど
、
自
衛
隊
の
理
解
や
職
業
観
の
醸
成
な
ど
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。

　

最
終
日
を
含
め
た
２
日
間
は
、
課
題
の『
高
校
生
、
大
学
生
及
び
社
会
人
に

　

最
終
日
を
含
め
た
２
日
間
は
、
課
題
の『
高
校
生
、
大
学
生
及
び
社
会
人
に

向
け
た
広
報
活
動
の
企
画
・
立
案
』
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
討
議
を
実

向
け
た
広
報
活
動
の
企
画
・
立
案
』
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
討
議
を
実

施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
大
学
生
ら
し
い
若
者
の
視
点
か
ら
立
案
し

施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
大
学
生
ら
し
い
若
者
の
視
点
か
ら
立
案
し

た
広
報
企
画
が
発
表
さ
れ
た
。

た
広
報
企
画
が
発
表
さ
れ
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、
自
衛
隊
の
魅
力
を
十
分
周
知
さ

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、
自
衛
隊
の
魅
力
を
十
分
周
知
さ

せ
、
入
隊
後
の
将
来
像
を
創
造
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
Ｚ
世
代
で
あ
る
学
生

せ
、
入
隊
後
の
将
来
像
を
創
造
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
Ｚ
世
代
で
あ
る
学
生

の
意
見
も
取
り
入
れ
今
後
の
募
集
広
報
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

の
意
見
も
取
り
入
れ
今
後
の
募
集
広
報
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

自衛官等採用案内

　
定
年
退
官

仙
台
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー　

２
等
陸
佐　

大
野　

孝
博

令
和
５
年
10
月
14
日
付

　
昇
任
者

総
務
課　
　
　
　
　
　
　
　

１
等
陸
尉　

岩
間　
　

穣

仙
台
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー　

１
等
陸
尉　

堀　
　

圭
介

援
護
課　
　
　
　
　
　
　
　

２
等
陸
尉　

野
中　
　

誠

募
集
課　
　
　
　
　
　
　
　

准
陸
尉　

中
村　

雄
一

総
務
課　
　
　
　
　
　
　
　

１
等
陸
曹　

芳
賀　

拓
磨

　

11
月
６
日
、
勤
続
25
周
年
目
を
迎
え
た
自
衛

官
及
び
事
務
官
に
対
し
「
永
年
勤
続
者
表
彰
伝
達

式
」
を
行
っ
た
。
こ
の
度
、
勤
務
に
精
励
し
た
９

名
が
本
部
長
よ
り
防
衛
大
臣
か
ら
の
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
、
永
年
に
亘
る
勤
務
へ
の
労
が
ね
ぎ
ら

わ
れ
た
。
引
き
続
き
、
国
防
の
た
め
健
康
に
留
意

し
、
職
務
に
邁
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

防
衛
事
務
官　

筧
田　

祐
一
（
総
務
課
長
）

１
等
陸
尉　

壁
寸　
　

敦

（
大
河
原
地
域
事
務
所
長
）

１
等
陸
尉　

横
川　

貴
充

（
登
米
地
域
事
務
所
長
）　

陸
曹
長　

中
村　

雄
一
（
募
集
課
）

２
等
陸
曹　

細
田　

直
人
（
予
備
自
衛
官
課
）

２
等
陸
曹　

櫻
井　

直
人
（
仙
台
募
集
案
内
所
）

２
等
空
曹　

山
本　

寛
明
（
大
崎
地
域
事
務
所
）

２
等
陸
曹　

志
田　

昌
義
（
募
集
課
）

２
等
陸
曹　

遠
藤　
　

茂
（
名
取
地
域
事
務
所
）

永
年
勤
続
者
表
彰

輸送学校研修輸送学校研修

ストライカー放水体験ストライカー放水体験

「ときわ」乗組員との懇談「ときわ」乗組員との懇談

グループ討議・発表グループ討議・発表

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

大
学
生
対
象

自衛官募集ツールの紹介

＊種目や制度についてわかりやく紹介しております。

自衛官募集サイト 自衛官募集X 自衛官募集チャンネル
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２
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２
４
年
版
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仙
台
駐
屯
地
、
霞
目
駐
屯
地

の
協
力
を
得
て
、
陸
上
自
衛

隊
が
掲
載
さ
れ
た
。
誌
面
で

は
東
北
方
面
総
監
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
ほ
か
、
実
際
に
勤

務
す
る
隊
員
の
仕
事
内
容
及

び
駐
屯
地
の
施
設
等
が
紹
介

さ
れ
、
求
職
者
に
自
衛
隊
で

働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　「
み
や
ぎ
で
働
く
！
２
０
２

４
年
版
」は
県
内
主
要
大
学
・

専
門
学
校
・
高
等
学
校
、
東

北
・
関
東
圏
の
主
要
大
学
に

配
布
の
ほ
か
、
仙
台
市
営
地

下
鉄
主
要
８
駅
10
箇
所
、
公

共
施
設
及
び
大
型
商
業
施
設

で
の
無
料
設
置
等
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
同
誌
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
か
ら
も
気
軽
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

取材受けの様子（東北方面航空隊・自衛隊仙台病院）
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